
聯
盟
隅

叢

我
所
得
税

と
普
遍

の
原
則

…

渋
墨
博
士

植
民
政
策

是
非

・

・

・

…

文
學
博
士

朝
鮮

の
ゴ
一開

港
場

・

・

…

文
學
博
士

進
歩

か
退
歩

か

・

・

・

…

法
學
博
士

農
業
勢
鶴

間
題

・

・

・

…

渋
墨
博
士

鵬
附

恐
隅

米
国

の
排

日
問
題

・

・

…

法
學
博
士

財
産
税
案

算
樹
諸
種

の
非
難
繰
.
…

法
學
博
士

謹

茄
湘

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
債

値

艦

系

・

…

文
學
補
士

雑

繰
}

マ
ル
ク

ス
士
⊥義

に
所

謂

過

渡
期

・

・

法
華
博
士

伯
林
最
近

の
生
活
費

・

・

…

法

學

士

附

録

・

・

…

本
誌
第
十

三
巻
網
目
録

・

腱
p

」㌧

K

ヘ

ロ

4

ハ

拍
郷

,ス

一員

原

勝

郎

三

浦

周

行

財

部
.
静

治

河

田

嗣

郎

末

廣

重

雄

神

戸

正

雄

米

田
崖

太

郎

河

上

酪

汐

見

三

郎
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●

雑

録

伯
林
最
近
の
生
活
費

め

っ
て
、

一
定
の
磨
樟
原
料
よ
り
製
造
し
た
る
麺
麭
の

法
定
最
高
.償
格
が
前
掲
の
数
字
で
め
る
。
從

っ
て
密
費

麺
麭
の
慣
格
は
當
然
此
統
計
に
は
含
ま
れ
て
み
な
い
、

大
正
九
年
十
二
月

の

一
舐
當

り
}債
絡
は
、
ラ

ィ
麺
麭

二
四

一
・六
大

ペ
ソ
　
ツ
ヒ
、
小
変
麺
麭
三
〇
五
・九
四

ペ
ソ

ニ
ツ
ヒ
で
あ
っ
た
か
ら
触
.其
後
は
殆

ん
ご
騰
貴
せ

す
、
騰
貴
し
て
も
小
額
で
あ
る
。
只
大
正
十
年
の
五
月

の
暴
騰
は
注
目
に
直
す
る
。

大
正
十
年
上
年
期
の
麺
麭
の
債
格
を
、
前
年
大
正
九

年
の
上
年
期

の
敷
字
に
封
照
す

右
ビ
、
大
膿
次
の
如
き

騰
貴
割
合
を
得
る
事
が
出
来
る
。

、
大
正
九
年
に
比
し
騰
貴
割
合

】

}
.

」

一
月

二

月

三
月

四

月

五
月

末
.月

ラ

イ

麺

麭

一
9

・晃
%

董

・四
　
%
六
七
・査

%
六
九
・五
七
%

三

会

%

亭

茜

%

小

奏

麺

麭

夏

・
き

互

・四
〇

七
㍗

ゼ
君

九
「重

三
・
旨

四
・
三

両
者
の
開
音

〒
=

?
O昌

=
二
四
三
人
四

腎…・只

六
・=

・,
ラ
イ
緬
魏

ご
小
変
麺
麭

ε
の
…薦
貴
割
合

の
開
き
は

、

四
月

に
於

て
最
高

に
達

し
.
小
嬰
麺
麭

の
方

が
二

丁

八
四
%
飴
計

の
数

字
を
示

し
て

み
る
。

.

大
正
十
年

上
半
期

の
麺

麹

の
償
格

は
、
大
正
九
年

の

夫

れ

に
比

し
、
ラ

イ
麺
麭

が
四

八
・
四

一
%

小
変
麺
麹

第
十
三
巻

(蠣
六
親

　
五
入
)
.
九
四
〇

が
五

丁

三
入
%
騰
貴
し
て
み
る
、
故
に
五
+

母
ツ
ニ

ヒ
の
ラ
イ
麺
麭
が
大
正
九
年

に
は
○
こ

二
〇
配
の
重
量

な
り
し
も
の
が
丙
大
正
十
年
に
は
○
・
二
〇
瓦
し
か
無

い
澤
で
あ
る
。
此
簡
単
な
お
而
も
深
刻
な
る
微
字
に
接

す

る
特
、
.麺
麭
の
償
幣
の
昂
騰
が
ま
ざ
一。
＼

ε
騰
中
に

印
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
9

一
.一

生
活
必

需
品

は
軍
に
麺
麭

の
み
に
止

ま
ら

な

い
。
故

に
、
余

は
更

に

一
般
生
活
必
要
費

に
も
問
題

を
及
ぼ

し

た

い
の
で
あ

る
。
先

づ
、
伯
林

市
統

計
局

の
OQ
ま

鐸
『Q
一理

の
例

に
從
ひ

、
暫
養

の
最
小
限
度
を
考

へ
て
見

る
。
誤

解
を
避
け

る
爲

め
断

っ
て
置
き

た

い
の
は
、
此

程

の
研

究

の
基
礎

を
な
す

も
の
は
、
生
理
上
必
要

ξ
す

る
最
小

限

度

の
瞥

養

で
あ

っ
て
、

か
の
批
評

の
的

ε
な

っ
て
み

る
カ

ロ
リ
ー
読
師

ち
執
…量
の
理
論

に
立
脚

し
て

み
る
事

で
あ

る
。
其

結
果

、
鞍

養

の
最

小
限

度
は
、
成

年
男
子

に
あ

っ
て
は

一
日

三
、
0
0
0

ヵ

ロ
ヲ
ー
.、
女

子
は
二
、

四

〇
〇

カ

ロ
リ
ー
、

七
歳

乃
至
十
二
歳

の
小
児
は

一
、

五

〇
〇

カ

ロ
リ

ー
を

、
標

準

ど
せ
ね

ば
な
ち

訟
。

從

っ

て
、
者

人
は
、
如

何

に
少
く

ε
も
上
述

の

カ

ロ
リ
ー
.を

9

〆



齎
す
丈
け
.の
食
物
を
撮
取
せ
ね
ば
な
ら
億
の
で
あ
る
、

.

藪
に

「
日

の
最
小
食
物
費
な
る
も
の
を
計
算
す

る
事
が

出
来

る
。

」
か
く
て
得
売
る

一
日
の
最
小
食
物
費

を

基

礎

ε
し

て
、
或
は

一
週
澗
、
又
は

一
箇
月
間
、
更

に
全

一
箇
年

間
の
最
小
食
物
費
を
算
定
す

る
の
で
あ
る
。
瞥
養
の
理

論
に
も
適
合
し
、
且

つ
普
通
市
場
に
て
購
買
し
得
る
食

ロ

も

ゆ

コ

料
品
を
標
準
ε
し
て
、
満

一
年
間
伽
盛

冬

粉
賀
を
各

種

家
族

に

つ
き

て
定

め
、
次

の
結
果
を
得

た
。

一

膝

者

」

六 五 四 三 二 一

七
戯
乃
至
十

二
歳
の

濁
身
男
子

子
供
無
き
者

子
供

一
人
有

る
者

`

勲

謝
吊
靉

靆

年

丹

　
、
天
罧

　
、　
六
森

五
、園
余
席

一

廓

六
、八
美
麻

一

廓

月

三
、O
≡

　
、　
七
(

互
、　署

五
、呈

六
、五
茜

奮

望

月

二
、
九
品

里
、
滋
「三

五
、
一三
五

五
、
吾

一

六
、
四
」「八

六
、
夫

王

刀

=
、八
八四
、

　
.着

五
、
蓋

　
・　
。五

{ハ・=
八
四

ゼ
・
一盞

月
.

=
、会

「

　
、糞

五
、
三
内

六
、呈

露
、昊

四

七
・
;
δ

月

=
、嚢

　
、護

五
、[華

ヨ
、糞

六
、四
突

指
・昊

.

大
正
九
年
十
二
月
の
最
小
食
物
費
は
、
猫
身
男
子
三
、

一
九
七
耽
、

夫
婦
暮

し
五
、
五

一
七
麻
、
夫
婦
ε
子
供

一
人
の
家
庭
は
肘六
、
八
三

=
脱
に
上

っ
て
み
た
。

然
る

暴

羅

え
す
減
少
し
て
大
正
+
年
吾

及

ん
だ
」

熟

練

伯
林
最
近
の
生
活
襲

が
、
.同
年

六
月

に
至

り
、
野

菜
馬
鈴
薯

の
贋
格
騰
貴

の

結
果

、
最

小
食
物
壷

も
俄

に
増
加

し
把

の
で
あ

る
。

三

以
上
伯

林
術
統
計

局
の
蕎

伯
林
統
計
を

扱

っ
た
の
で

あ

る
が
、
更

に

内
9
N)白
いζ

の

ω
oま
昌げ
o
閂・鵬
費

統

計
を

引
用
す

る

、
此

統
計

は

生
蕃
農
℃
o窩
房
。
冨
コ
内
o
「「。ぞ
-

。壼
印
一同、
に
現
は
れ
、
新
伯

林

の

一
般

最
小
生
活
養

を
扱

っ
た
も

の
で
あ

る
。
大
正
九
年
六
月

及
び
十
年
六
月

に

セ

ヤ

も

む

も

於
け

る

一
週
間

の
最
小
生
活
費

を

、
次
の
如

く
算

出

し

て

み
る
。

、r

夫
婦
音

響

男
子

論

判

溜

二
八
引
剥

く

く

く

大
正
十
年

大
雄
九
鵜

大
正
十
年

大
正
九
傘

大
E
†
串

大
屈
九
年

食
物
聾

豊
麻

吾
麻

乗
麻

八
麻

茜
二麻

三

麻

住
居
獲

ハ

九

九

乃

九

地

燃
料
駐
燈
肇

量

三

二五

三

孟

　三

衣
服
費

ニ
ゼ

美

翌
.

奇

童

合

雑

費

昊

禿

五
四

豊

七
二

莞

【
週
間
計

一至

西
六

二
≡

二
一E

三
=

二
窒

「一

一
年
間
計
妬
、九
〇
〇

眉
、春
〇

三
、0
8

=
、
「δ
O
.
芙
・一5
0

竃
・舌
0

食

物

費

及

び

住

居

費

が

企

髄

の

経

費

に

謝

し

て

臨

む

る

割

合

を

、

百

分

比

に

て

示

す

蓬

、
次

の

結

果

を

得

る

。

第
十
三
巻

(
第
六
號

「
五
九
)

九
四

】

■



雄

蜂

伯
林
最
近
の
生
活
慶

夫
儒
者

　

タ

凋
身
男
子

夫
婦
暮
し

子
供
二
八
有
ろ
者

勢

年
蟄

輸

年
勢

皐

食
物
費
.
昊
∴
劣

　圏・　五%

四=・四
…男

　望
著
%

四五
.委
%

里
.9
%

住
居
費

五
・空

至

　

三
・き

四
・死

二
.貸

出.呈

.

.食
物
費

の
占

む

る
割
合

は
、
前

年
よ
り
増
加

し
漸

菰

實
歌

に
接

近
し

て
み
る
、
然
し
此

に
て
も
儒
僅

少

に
過

ぎ
な

い
か
ε
思

は
れ
る
ゆ
住

居
費

の
百

分
比
は
減

少

し

て

み
る
が
、
其

撒
字
は
飴
り

に
微

少
で
無

か
ら
う

か
、

特

に
四

人
暮

し

の
家
庭

に
於

て
は
其
威

が
深

い
。

ω
ま

卑
σq
[o[け

ε

困
=
o
N嵩
ωパ
一
ε
の
数
字

を
見

る
に
、

大

正
十
年
六
月

の
食
物

費

に
就

て
は
.大
艦

一
致
し

て
み

る
。
価拗
身

男
子

の

一
週
間

の
食
物
費

を

ω
ま

興
σq
匿
け
は

五
七
構

一
図
9
N巻
㎝乙

は
五

五
脱

ε
計
算

し
、
子

無
し

の
夫

婦
者

の
来

れ
を
前
者

は

　
〇
三
厩
、

後
者

は
九
八

號

ピ
算
定

し
て

み
る
。

濁
逸
國
統

計
局
は
、
夫
婦

重

二
人

の
子
供

よ
り
成

る

・

五
人
暮

し

の
家
庭
を
標
準

ξ
し
、
其

が
食
物
費

、
住
居

費

、
燃
料

黙
燈
費

の
騰
貴

統
計
な
作
製

し
て
み

る
。
伯

林

に
於
け

る
四
週
間

の
此

等
経
費
を
見

る
・し
、
次

の
如

、

く
で

あ
る
。

.

臨

第
†
三
巻

(第
六
號

=
ハ
○
)

九
四
二

掬

拐

指

恢
卿

傷

椅

大
正
†
年

九{6
麻

九
一六麻

九
一呈
麻

(九都府

入
費
麻

八八0麻

大
正
九
年

一

嵩
(

合
四

九
三

八(四

(四四

烈
=
∩
N}5
u・江

の
調
査

に
か

工
る
、
大
正
十
年
⊥
八
月

の

食
物
費

二

四

二
脱

)
、
.住

居
費

(九
眈

}
、
燃
料

黙
燈
費

(二
五
蹴

)
を
合

計
す

る
蓬
、
子
供

二
人
を
有
す

る
夫
婦

者

の

一
週

間

の
経
費

が

　
七
六
脱

、
從

っ
て
四
週
間

に

は
七
〇

四
麻

に
上

る
鐸
で
あ

る
。
子
供
二

人
を
有
す

る

夫

婦
者

の
此
統

計
ご
、
子
供
三
人

を
有
す

る
夫
婦
者

を

機
準
喜

る
凋
逃
國
統
計
ε
を
調
和
せ
し
む
る
が
矯

め

に
は
、
鯨
計
の
分
の

一
人
の
子
供
が
四
週
間
に

一
七
六

鷹

(八
八
O
晩
よ
り
七
〇
四
耽
を
減
す
)を
費
す
事
巴
な

る
繹
で
あ
る
。
か
Σ
る
票
は
實
際
上
あ
b
得

べ
き
事
で

あ

っ
て
、
特

に
鯨
分
の
子
供
が
一二
人
の
中

の
最
年
長
者

紀
る
場
合

に
は
當
然
で
あ
る
。

以
上
伯
林
の
生
活
費
を
、
麺
麭
の
儂
格
、

一
般
食
物

費
、
更
.に
生
活
費
全
般
に
わ
た
り

一
瞥
し
た
。
當
時
の

如
き
猫
賃

の
暴
落
の
下
に
、
當
時
の
如
き
麺
麭

の
贋
格

一難
論
酷
飯
錫
楼
論
論
諜
拡∀蜜
に

」

「


